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（２）鈴木 恵子氏 

ボランティアグループ すずの会の代表として、約20年間

介護福祉に携わっている。その活動の中で、要援護者や介護

者、ボランティアのつながりの居場所「すずの家」をオープ

ンし、地域に根差した活動を続けている。 

「すずの会」は、法人格のないボランティ

アグループとしてのスタイルを続けておりま

す。活動の始まりは、私が30代の終わりで、

母と主人の両親の複数の介護が同時に始まっ

た時期でした。当時は小学校５年と２年の子

どもがおり、私を助けてくれたのは小学校Ｐ

ＴＡの仲間です。母の介護が終わったときに、

「これから私たちも老後を迎える、この土地

で暮らし続けるにはどうすればよいか、あな

たの経験を生かしたらよいのではないか」と 

ＰＴＡの仲間が後押しをしてくれて、「困ったときにちょっと鈴を鳴らしてくださいね」と

いう思いを込めて立ち上げたのが「すずの会」です。 

「すずの会」を立ち上げた平成７年は、阪神淡路大震災があり「ボランティア元年」とも

言われた年です。現在は65名のメンバーで活動をしております。 

宮前区の状況については、区長挨拶で区の変遷が紹介されましたが、20年前の宮前区野

川地区で、「ひとり暮らしで要援護の方」「認知症の方」「くたくたに疲れている介護者」な

どの気になる住民がどのくらいいるか、区役所の保健師と一緒にたずねて歩きました。当時

は65名いました。 

「65名の方のちょっと困った声に応えられるグループになりたい」と始めましたが、現

在の要援護者は約1,000人と、私たちの力がとても及ばない数字になっています。 
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「やってみましょうよ」と、鈴を鳴らして

くれた方にどう応えたらよいか、地域の実情

に合わせて工夫をしたり、足を運んでいろい

ろな人の力を借りたり、行政や専門機関の力

を借りながら、ひとりの人の問題を解決する

ためにどうすればよいかと思いながら、その

人のための活動を生むために突っ走ってきた

ような気がしております。 

そのためのネットワークづくりはとても大

切でした。活動の広がりについては資料をご

覧いただければと思います。介護保険の始ま

る前や始まった後に、ボランティアグループ

はもう必要ないのではないかと思ったのです

が、実際はそうはいかなかった地域の実情が

よくおわかりいただけると思います。 

同時に、地域マップを作り、どんな方がどのような暮らしぶりをしているかを毎月調べて

います。団地の中の様子が非常に気になり、７年前から始めました。資料にありますのは、

団地の中の地域マップです。私たちのような組織を持たないグループですと、地域全体を見

渡すようなマップを作るのは困難ですが、様子が気になる方からマップを丹念に作ってつな

ぎ合わせ、その方の生活ぶりを見ていき、誰がどのように関わればこの方の問題は解決でき

るかを考えるツールとなります。 

特に最近気になっているのは、ひとり暮らし

の男性が増えていることです。地域とのつなが

りが薄く孤独死が多いのも、ひとり暮らしの男

性です。このような方たちをどうしたら団地の

方とつないでいくことができるのか工夫して

いたのは、この資料にラッキーマークがついて

いる方です。民生委員などの役目はありません

が、とても気配りが上手でよく面倒を見てくれ

ます。地域にこのラッキーマークの付けられる

方がどのくらいいらっしゃるか、探していくと

地域が丸く収まるのです。 

この地域マップを作った団地では、ベンチをひとつ置いています。男性は対面でお話をする

のは苦手な方が多いので、ベンチで横並びに座ってしまうのです。夏場は、ビールを片手に三々

五々集まり、そこでぽつりぽつりと話を始めていたそうです。こんな気楽な場所がないと、わ

ざわざ行くところには行きにくいのです。このマップのように、全体を見渡してみないと何が

必要なのかわからないので、ていねいに地域を見るのによいツールだと思っています。
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ネットワークづくりは地域包括ケアの基盤となるものですが、介護保険制度が始まったと

きに、川崎市では「私の町のすこやか活動」を始めました。これは、私たちにとって願った

り叶ったりの事業でした。地域の自主活動団体が中心となり、いろいろな組織と手をつない

でネットワークを作るもので、30万円の補助金もありました。これで、ネットワーク作り

に励みました。この人のためのライフプランを実現させるにはどうすればよいか、ボランテ

ィア、ケアマネジャー、地域の施設など、それぞれの特徴を生かしてその人の問題を解決す

るための会議が、毎月行われています。 

その中のひとつに「元気度チェック」があります。年１回、体力測定の他に行う聞き取り

調査がいちばんの目的となっています。 

毎年同じ調査を続けると、ご家族の状況の

変化が非常に気になります。「子どもと同居」

の割合が最も高いのですが、誰との同居かを

みると単身息子との同居が41％でトップで

す。これから20年経つとどうなるでしょうか。

80代の親を50代の息子・娘が面倒を見ると

いう「8050危機」が始まっていることを、

野川地区で証明しているようなものです。 

「ミニデイ」は19年前から行っており、男性の参加者が多いのはボランティアの魅力に

惹かれているのではないかと自負しております。近所の施設からも、重度の認知症の方も集

える場所になっております。 
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月２回の「ミニデイ」だけではつなぎきれ

ない方を、身近なご近所でつないでいくこと

を考えて作ったのが、「ダイヤモンドクラブ」

です。これはサロンではなく、ご近所同士の

お茶飲み会ですが、ちょっと気になる人を必

ず１名仲間にすることが条件です。 

現在は、野川地区約20か所で行っています。

これは、毎年やらなくてもよいことになってい

ます。近所付き合いの基盤ができて、定期的に

お茶飲みをしなくても顔見知りになればよい

のです。 

今までにやったことがある場所を入れて数えると、60か所以上になると思います。介護者

宅でのお茶飲みや、資料のチームＨのように家で看取りをするお手伝いをしたグループもあり

ます。昨年は11名の看取りを、近所の方を交えてお手伝いさせていただきました。 

重度の病気を抱え医師からは在宅生活は無理だと言われていた方の在宅生活をお手伝い

するチームＵでは、支援を受けている人にも大きな役割があります。毎朝、ベッドサイドか

ら見えるガラス戸越しに、子どもは「行ってくるね」と声を掛けていきます。シングルマザ

ーたちはちょっと疲れたときには、ベッドサイドに立ち寄り話をしていきます。この方は、

いつもここにいることで、さまざまな役割を担っています。 
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独身息子の介護について、つながりにくさは大

きな問題となっています。このような人は、これ

から宮前区にもどんどん増えると思います。 

周りの人とつながりにくい方を、私たちがどう

つないでいくか考え、重度になった場合や経済的

困難になった場合に受け止める場所が欲しいと思

い、昨年から始めたのが「すずの家」です。すず

の会19年目の大挑戦です。毎月の家賃10万円の

工面に追われながら運営している最中ですが、皆

様からは非常に好評をいただいています。 
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昨年度のうち３か月間は、川崎市の介護予防推進モデル事業として運営をしました。介護

保険法改正に伴う地域支援事業はボランティアグループでも大きな担い手になると思い、挑

戦をしています。これを皆で何とか運営していかなければいけないと思っております。 

現在、研究事業として行っているものですが、認知症のひとり暮らしで年金収入は62,000

円程度しかなく、介護保険も十分利用しきれない人たちをどう地域で見守っていけるのか。

家族が手を放してしまっている場合が多いので、家族にどうやって振り向いてもらうか、サ

ービスが整いすぎると家族が手を引いてしまうのでやり過ぎてはいけないし、最後は家族に

きちんと関わってもらわなければいけません。家族にはマップを見せながら、「あなたの財

産を守るためにやっているのではない」と、あまり甘い顔をしてはいけないと思いながら伝

えています。このように、地域活動が中心となった支え合いの経済的効果の分析を行ってい

ます。 

課題は山積しておりますが、気になる人はどんどん増加しています。家族力は低下し、ボ

ランティアも高齢化しております。私たちの活動は５年後にはかなり厳しいところに来ると

思いますが、どうしたら若い方の参加が得られるのか、これからますます課題の多い活動に

なっていくと思います。 

ありがとうございました。 


